
2017  8/4

SHIEN
No.20

 http://kisokobe.sub.jp/

【発行人】 岩　村　義　雄　〈携帯 070-5045-7127〉
【事務局】 〒655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101
 Tel（078）782-9697 　Fax（078）784-2939
 E-mail:kiso@mbe.nifty.com　　　　　
【石巻支所】 阿 部 とよ子
 〒986-2121 宮城県石巻市渡波町3-5-37
 Tel（0225）24-3107
 E-mail:cp.abe@royal.ocn.ne.jp
【熊本支部】 大 島 健二郎
 〒862-0939 熊本市東区長嶺南4-4-27
 ウイングアイ303
年4回　2月、5月、8月、11月
購読料　一部320円＋送料80円（年ぎめ 1,600円）

神戸国際支縁機構（KISO）季刊誌

ミヨシ石鹸株式会社

〒772-8601
徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115
TEL 088-685-1151（代表）

ど
米
り
よ
代
時
戸
江
は
市
巻
石
県
城
宮

が
い
合
き
引
ら
か
国
全
は
メ
コ
い
し
い
お

込
れ
だ
な
が
車
用
乗
に
う
よ
の
し
刺
串
は

会
雄
義
村
岩
が
ち
た
者
若
の
構
機
縁
支
際

M
anahari 

Children Hom
e

）

・
リ
ハ
ナ
マ

5

始
を
活
生
が
児
孤
の
人

4
月

25

を
災
震
大
路
淡
・
神
阪
に
日

ネ
が
震
地
大
の
模
規
る
回
上

5
月
12
日

と
い
な
き
で
い
て
う
と
は
業
農
に
人
素

打
は
に
姿
る
す
育
教
に
う
よ
む
組
り
取

言
頭
巻

者
供
提
地
農
波
渡
市
巻
石
県
城
宮

山
亀

 

繁

「カヨ子基金」で通学

（
氏
36

孤
に
リ
ハ
ナ
マ
市
ダ
ウ
ダ
ヘ
は
）
歳

ま
り
あ
は
裕
余
る
作
を
設
施
に
的
政
財
は

第
（君
人
義
田
村
の
生
学
大

61

2
次

42

36

）
歳

36

の
ら
か
本
日
に
め
た
の
児
孤
も
ら
か
地
災

2

3
質
実
（

82

5

し
ま
り
な
と
び
運
る
す
造
建
で
所
か

1
月
4

10
月
17

11

を
話
世
の
ち
た
児
孤
も
で
ム
ナ
ト
ベ
も
で

に
で
す

35

恵
恩
の
」
金
基
子
ヨ
カ
「
が
人

月
毎

3

で
も
し
と
落
き
引
動
自
の
円
千

マナハリ・チルドレン・ホームの
子ども達　2017年6月25日 1

2

2017  8/4

SHIEN
No.20

 http://kisokobe.sub.jp/ 年4回　2月、5月、8月、11月
購読料　一部320円＋送料80円（年ぎめ 1,600円）

神戸国際支縁機構（KISO）季刊誌

ミヨシ石鹸株式会社

〒772-8601
徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115
TEL 088-685-1151（代表）

ど
米
り
よ
代
時
戸
江
は
市
巻
石
県
城
宮

が
い
合
き
引
ら
か
国
全
は
メ
コ
い
し
い
お

込
れ
だ
な
が
車
用
乗
に
う
よ
の
し
刺
串
は

会
雄
義
村
岩
が
ち
た
者
若
の
構
機
縁
支
際

M
anahari 

Children Hom
e

）

・
リ
ハ
ナ
マ

5

始
を
活
生
が
児
孤
の
人

4
月

25

を
災
震
大
路
淡
・
神
阪
に
日

ネ
が
震
地
大
の
模
規
る
回
上

5
月
12
日

と
い
な
き
で
い
て
う
と
は
業
農
に
人
素

打
は
に
姿
る
す
育
教
に
う
よ
む
組
り
取

言
頭
巻

者
供
提
地
農
波
渡
市
巻
石
県
城
宮

山
亀

 

繁

「カヨ子基金」で通学

（
氏
36

孤
に
リ
ハ
ナ
マ
市
ダ
ウ
ダ
ヘ
は
）
歳

ま
り
あ
は
裕
余
る
作
を
設
施
に
的
政
財
は

第
（君
人
義
田
村
の
生
学
大

61

2
次

42

36

）
歳

36

の
ら
か
本
日
に
め
た
の
児
孤
も
ら
か
地
災

2

3
質
実
（

82

5

し
ま
り
な
と
び
運
る
す
造
建
で
所
か

1
月
4

10
月
17

11

を
話
世
の
ち
た
児
孤
も
で
ム
ナ
ト
ベ
も
で

に
で
す

35

恵
恩
の
」
金
基
子
ヨ
カ
「
が
人

月
毎

3

で
も
し
と
落
き
引
動
自
の
円
千

マナハリ・チルドレン・ホームの
子ども達　2017年6月25日 1

2

【発行人】 岩　村　義　雄　〈携帯 070-5045-7127〉
【事務局】 〒655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101
 Tel（078）782-9697 　Fax（078）784-2939
 E-mail:kiso@mbe.nifty.com　　　　　
【石巻支所】 阿 部 とよ子
 〒986-2121 宮城県石巻市渡波町3-5-37
 
 
【熊本支部】 大 島 健二郎

 

〒862-0939 熊本市東区長嶺南4-4-27
【千葉支部】   嶋　田　博　信

〒294-0234 千葉県館山市布良303

  

SHIEN
No.38
2022 2/1

　「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
の
幕
開
け
と
な
れ
、

と
手
を
合
わ
せ
る
。
昨
年
は
、
東
北
で
の

10
回
目
、
球
磨
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
田た
ん
ぼ圃

で
初
め
て
の
「
復
幸
米
」
の
世
話
を
し
た
。

何
も
た
い
し
た
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

　
大
地
と
格
闘
す
る
こ
と
10
年
、
機
械
な

ど
の
技
術
と
は
無
縁
の
無
農
薬
、
有
機
の

安
全
で
お
い
し
い
コ
メ
づ
く
り
に
仕
え

た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
農
業
は

19
世
紀
後
半
よ
り
、
効
率
、
能
率
、
迅
速

さ
を
優
先
し
、
反た
ん

収し
ゅ
う

を
追
い
求
め
る
あ
ま

り
生
態
を
損
な
っ
て
き
た
。

　
1
月
10
日
、
雪
が
舞
う
中
、
熊
本
県
球

磨
郡
相さ
が
ら良
で
田た
お

起こ
し

の
後
、
人
吉
市
青
井
阿

蘇
神
社
で
福
川
義
文
宮
司
に
あ
い
さ
つ
。

正
月
3
日
間
は
6
万
人
の
初
詣
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
。

「
青
い
さ
ん
」
と
人
吉
市
近
辺
の
人
た
ち

限
界
集
落
へ
今
日
も
行
く

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。「
節
分
」
は

祝
わ
な
い
そ
う
だ
。「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

の
よ
う
に
、
排
除
す
る
行
事
は
神
の
教
え

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
こ
と
。
他
の
宗
教
も

見
習
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
1
月
11
日
、
災
害
大
国
の
最
も
縮
図

と
言
う
べ
き
福
岡
県
朝
倉
市
杷は

木き

松ま
す
え末

（
２
０
１
７
年
7
月
5
日
の
豪
雨 

死
者
40

名
不
明
2
名
）
を
訪
問
。
5
集
落
が
廃
村

を
国
交
省
に
よ
っ
て
通
達
さ
れ
た
。
そ
の

ひ
と
つ
中
村
集
落
の
樋
口
喜き

寿ず

江え

さ
ん

（
82
歳
）と
お
合
い
し
た
。
子
ど
も
の
時
は
、

小
学
校
か
ら
下
校
し
た
ら
、
牛
の
え
さ
を

や
っ
た
こ
と
な
ど
、
日
本
の
ど
こ
で
も
見

ら
れ
た
農
家
の
姿
を
聞
い
た
。
現
在
、
世

界
的
に
、
肥
料
製
造
者
で
あ
っ
た
牛
の
糞

尿
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
お
百
姓
さ
ん
に

と
り
楽
に
な
っ
た
窒
素
肥
料
が
登
場
。
そ

の
結
果
、
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
・
遺
伝

子
組
み
換
え
が
地
球
の
生
態
を
変
え
た
。

昆
虫
、
鳥
、
動
物
に
と
り
、
危
機
の
時
代

で
あ
る
。
化
石
燃
料
を
用
い
る
大
型
の
農

業
機
械
に
依
存
し
、
環
境
に
負
荷
を
与
え

て
い
る
。
楽
に
な
っ
た
は
ず
が
、
大
規
模

農
業
は
費
用
が
か
か
る
た
め
、
後
継
者
は

い
な
く
な
っ
た
。
便
利
さ
は
現
代
の
鬼
門

で
あ
ろ
う
。

　
海
外
の
孤
児
た
ち
は
待
っ
て
い
る
。
日

本
の
里
親
か
ら
の
教
育
費
、
手
作
り
マ
ス

ク
支
縁
、
救
援
金
は
継
続
し
て
き
た
が
、

２
０
２
０
年
1
月
以
降
、
訪
問
で
き
て
い

な
い
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
各
国
へ

道
を
開
か
れ
る
よ
う
に
。

　
孤
児
の
家
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

躍動する兵庫、コロナを乗り越え未来へ

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年も新型コロナが私たちの暮らしに大きな影響を及ぼし
ましたが、県民・事業者・医療関係者の皆さんのご協力により、
第５波を乗り越えることができました。
　しかし、感染再拡大のリスクは続きます。マスク着用、手
洗い、「密」の回避など基本的な感染対策の徹底を引き続きお願いします。県と
しても、保健所や医療提供体制の強化、３回目のワクチン接種の推進など、対
策に万全を期します。
　同時に、「ワクチン・検査パッケージ」等も活用しながら、飲食、旅行、イ
ベントなど、社会経済活動との両立も図っていきます。

　さらに、今年はポストコロナ時代を見据えた取組を本格的に検討・推進する
年とします。
　その１つは、時代の潮流であるデジタル化やグリーン化の加速。デジタル技
術を、働き方、教育、医療・介護、地場産業や農業など様々な分野で取り入れ
るとともに、再生可能エネルギーの導入拡大や水素の利活用などの地球温暖化
対策に力を入れます。
　また、少子高齢・人口減少社会への対応や、頻発化・激甚化する自然災害へ
の備え、交流と日常生活を支える道路ネットワークの整備など、すべての県民
の皆様が安心して、育ち、働き、暮らし続けられる、だれも取り残さない兵庫
づくりを進めます。
　大きなポテンシャルを持つベイエリアの活性化にも本腰を入れます。2025 年
大阪・関西万博は、兵庫に人・モノ・投資を呼び込む大きなチャンスです。更
なる発展の起爆剤とすべく、ベイエリアプロジェクトの起動、万博の来場者を
県内各地へ誘うフィールドパビリオンの具体化など、新たなチャレンジをして
いきます。

　もとより、こうした取組は行政だけでできるものではありません。民間との
連携をこれまで以上に広げていきます。また、私自身が県内各地で地域の皆さ
んと対話を重ね、地域の課題やニーズを新たな施策に繋げていく県民ボトム
アップ型県政を推進します。

　「躍動する兵庫」の実現に向け、飛躍の一年としていく決意です。
　皆さんのご理解、ご支援をお願いします。

青井阿蘇神社 2022 年１月 10 日
（2020 年７月４日神社駐車場で車中泊）

兵庫県知事
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「ヒューマニティ・ファスト」
日本アハマディア・ムスリム協会

法律相談初回無料。
お気軽にご相談下さい。

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-2-14

TEL 078-351-1325  FAX 078-351-1270

 みや なが たか し

弁護士 宮永堯史
 まつ だ やす お

弁護士 松田康生

シャローム綜合法律事務所

0120-997-181

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
か
ら
22
年
、
様
々
な
災
害
現

場
で
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。総
点
検
し
、見
直
し
、改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

現
場
で
は
感
情
移
入

ａ
．規
則
ず
く
め

日
本
人
は
、一般
に
、
資
格
が
な
い

と
な
に
も
さ
せ
な
い
四
角
定
規
に
考

え
る
民
族
と
言
え
ま
す
。資
格
、
学

歴
、
能
力
は
最
前
線
の
現
場
で
は
無

用
で
す
１

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
全

体
の
制
度
を
決
め
、
運
営
に
貢
献
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。制
度
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
見
上
、目
立
た
な

い
よ
う
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
わ
き
ま
え
ま
す
２

。

た
と
え
ば
骨
折
し
て
い
る
重
症
の
人
が
い
れ
ば
、
す

ぐ
に
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。し
か
し
、
な
に
よ
り
も

大
切
な
事
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
で
す
。家
、
家

族
、財
産
を
失
っ
た
方
に
、新
築
の
家
、養
子
な
ど
の
新

し
い
家
族
、
配
偶
者
、
金
塊
な
ど
は
、
だ
れ
も
す
ぐ
さ

ま
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。一番
、緊
急
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
い
る
人
を
励
ま
す
言

葉
、
柔
和
な
微
笑
み
、
や
さ
し
い
声
で
す
。助
け
合
う

関
係
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
隣
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ

そ
、
生
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。病
院
の
集
中
治

療
室
で
よ
し
ん
ば
手
術
が
成
功
し
て
も
、
身
寄
り
、
友

達
、
帰
る
家
が
な
け
れ
ば
孤
独
感
で
さ
い
な
ま
れ
、
失

望
か
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。

「
救
出
」に
つ
い
て
、ル
ー
ル
よ
り
、い
の
ち
の
通
っ
た
関

係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。た
と
え
ば
、
救
急
車
は
現
場

に
直
行
す
る
際
、
高
速
道
路
で
も
ス
ピ
ー
ド
制
限
を

守
り
ま
せ
ん
。「
い
の
ち
」を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。

ｂ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制

被
災
地
に
行
き
ま
す
と
、ボ
ラ
セ
ン（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

セ
ン
タ
ー
）、
社
協（
社
会
福
祉
協
議
会
）、
危
機
管
理

課
が
細
か
い
規
則
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
押
さ
え
込
む

傾
向
が
強
い
で
す
。次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
者
が

増
え
て
き
ま
す
と
、
管
理
で
き
な
く
な
り
、
２
０
１
４

年
8
月
16
日
の
丹
波
水
害
の
時
で
も
、
ま
だ
必
要
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
セ
ン
が
受
け
入
れ
を

断
り
ま
す
３

。せ
っ
か
く
、
遠
方
か
ら
時
間
、
体
力
、
交

通
費
を
用
い
て
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日
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２
０
２
１
年
11
月
７
日
、
熊
本
県
球
磨
郡
相
良

村
で
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
育
て
て
き
た
「
復
幸

米
」
の
脱
穀
に
取
り
組
ん
だ
。
な
つ
め
保
育
園
（
緒

方
眞
喜
代
園
長
）
の
年
長
組
は
来
年
か
ら
相
良
南

小
学
校
に
通
う
。
幼
い
時
に
、
親
し
ん
だ
稲
の
栽

培
は
、
後
継
者
が
い
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
農
・
林
・

漁
の
衰
退
を
変
え
る
糸
口
に
な
れ
ば
と
地
元
の
方

た
ち
も
協
力
し
て
く
だ
さ
る
。

　
日
本
一
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

種
の
稲
で
あ
る
。

　
天
日
干
し
を
し
た
さ
お
が
け
か
ら
外
し
て
、
パ

チ
パ
チ
と
大
正
時
代
の
足
踏
み
脱
穀
機
の
音
、
自

分
た
ち
の
力
で
、
自
然
に
溶
け
込
む
一
日
だ
っ
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
に
頼
ら
な
い
農
法
だ
か

ら
、
保や
す
だ田
ぼ
か
し
（
無
農
薬
、
有
機
に
よ
る
乳
酸

菌
こ
や
し
）
を
用
い
て
い
る
。

　
九
州
に
熊
本
・
大
分
地
震
（
２
０
１
６
年
４
月

14
日
、
16
日
）
か
ら
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
。
私

も
３
年
、
熊
本
市
に
移
住
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
だ
。
本
格
的
な
家
族
の
縁
が
深
ま
っ
た
の
は
、

２
０
２
０
年
７
月
４
日
、
市
房
ダ
ム
の
放
流
に
よ
っ

て
、
人
吉
市
、
支
流
で
あ
る
川
辺
川
よ
り
上
流
の

球
磨
川
の
地
域
、
球
磨
村
の
被
害
地
域
の
復
旧
は

見
通
し
が
た
た
な
く
な
っ
て
か
ら
だ
。

　
私
た
ち
は
格
差
に
よ
り
、
ど
ん
ど
ん
見
捨
て
ら

れ
て
い
る
限
界
集
落
に
い
る
。
小
さ
な
は
た
ら
き

で
あ
る
け
れ
ど
、
コ
メ
づ
く
り
で
喜
ん
で
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
道
に
仕
え
て
い
る
。

福
岡
県
朝
倉
市
杷は

木き

松ま
す
え末

　
こ
れ
だ
け
災
害
が
増
え
て
い
る
の
に
、
５
年

以
上
も
莫
大
な
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
砂
防

ダ
ム
建
設
を
す
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
松
末
村

（
２
０
１
７
年
７
月
５
日
の
豪
雨 

死
者
40
名
不
明
２

名
）
の
乙お
と

石い
し

川
の
上
流
に
行
く
。
戦
場
み
た
い
に

第
21
次
球
磨
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
２
２
年
1
月
9
日
～　

熊
本
支
部
長　

大
島
健
二
郎

見
渡
す
限
り
、
国
交
省
の
土
木
車
両
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
工
事
従
事
者
が
働
い
て
い
る
。
現
場
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
の
低
賃
金
の
監
督
た
ち

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
れ
が
見
て
も
少
し
災
害
が
起
き
れ
ば
、
元
の

木
阿
弥
で
あ
る
。
責
任
を
国
、
地
方
自
治
体
は
と

る
の
か
。

　
乙お
と

石い
し

川
の
上
流
に
馬
鹿
で
か
い
砂
防
ダ
ム
を
作

れ
ば
、
土
石
流
を
防
げ
る
と
だ
れ
が
信
じ
ら
れ
よ

う
。
川
の
途
中
の
到
る
所
の
左
右
の
谷
か
ら
、巨
石
、

大
木
、
や
ぶ
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
砂
防
ダ
ム
な

ど
ま
っ
た
く
無
用
の
長ち
ょ
う

物ぶ
つ

だ
。
そ
ん
な
予
算
が
あ

る
な
ら
、
廃
村
に
な
っ
た
住
人
た
ち
に
自
己
責
任

を
強
い
る
で
は
な
く
、
住
ま
い
を
確
保
す
る
べ
き

だ
ろ
う
に
。

　
強
制
立
ち
退
き
を
さ
れ
た
独
居
の
梶
原
ミ
ス
ミ

さ
ん
（
82
歳
）
や
、梶
原
ミ
ド
リ
さ
ん
（
82
歳
）
や
、

樋
口 

實
＆
喜
寿
江
夫
人
と
は
家
族
の
よ
う
に
毎
月

お
合
い
し
て
い
る
。

　
乙
石
川
流
域
の
５
集
落
は
廃
村
。
生
き
残
り
に

そ
ば
づ
く
り
。
機
構
も
最
初
か
ら
協
力
し
て
い
る
。

『熊本日日新聞』（2021 年 11 月 13 日）

『
広
報 

さ
が
ら
』（
２
０
２
１
年
12
月
相
良
村
役
場
）

松末地域コミュニティ協議会のそば造り
　2021 年 12 月 6 日

『人吉新聞』（2020 年 11 月 12 日付）。〃（12 月 10 日付）
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⑵ 

二
次
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ａ
． 二
次
災
害

最
初
に
起
こ
っ
た
災
害
に
引
き
続
い
て
、そ
れ
か
ら
派

生
す
る
別
の
災
害
が
あ
り
ま
す
６

。阪
神・淡
路
大
震
災
で

も
地
震
後
、火
災
が
発
生
し
、６
４
３
５
人
の
内
、火
災
死

者
は
５
９
９
人
に
及
び
ま
し
た
７

。避
難
所
で
持
病
が
悪

化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
い
た
め

体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。被
害
に 

遭
っ
た
人
を

救
助
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
消
防
士
、警
察
官
、自
衛
隊

員
も
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
向
か
う
場
面
は
基
本
的
に
、避
難
者
が
お
ら
れ

る
安
全
な
場
所
で
す
。つ
ま
り
最
前
線
の
危
険
な
地
帯
に

向
か
う
こ
と
よ
り
、避
難
、救
助
さ
れ
た
安
全
地
帯
で
活

動
し
ま
す
。

現
場
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
す
ぎ
て
、救
出
に
邪
魔
と

考
え
る
人
は
被
災
現
場
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。山
あ
い

の
滑
落
、土
石
流
の
決
壊
、道
路
の
寸
断
な
ど
の
危
険
地

帯
に
は
だ
れ
も
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。他
の
地
域
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
近
寄
れ
ま
せ
ん
。地
元
の
精
通
し

た
人
た
ち
し
か
、け
も
の
道
な
ど
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

二
次
災
害
を
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
不

明
家
族
を
捜
索
す
る
の
は
、地
元
の
消
防
団
な
ど
で
す
。

逃
げ
遅
れ
た
生
存
者
を
見
い
だ
し
、救
出
で
き
る
の
は
地

元
の
地
理
に
精
通
し
て
い
る
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。い
き

な
り
自
衛
隊
が
投
入
さ
れ
て
も
、発
見
で
き
な
い
も
の
で

す
。6
年
経
っ
た
今
で
も
、東
日
本
大
震
災
の
行
方
不
明

者
は
捜
索
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ｂ
．食
中
毒

二
次
災
害
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、「
食
中
毒
」を
予
防
し

て
炊
き
出
し
を
さ
せ
な
い
発
想
は
あ
ま
り
に
も
近
視
眼

的
で
す
。炊
き
出
し
の
た
め
に
サ
ル
モ
ネ
ラ・腸
炎
ビ
ブ
リ

オ・病
原
性
大
腸
菌
な
ど
に
か
か
る
と
い
う
の
は
宝
く
じ
で

一
等
賞
に
当
た
る
確
率
と
同
じ
で
す
。火
を
通
し
て
炊
き

出
し
を
し
ま
す
。つ
ま
り
、生
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
す

か
ら
、食
中
毒
に
か

か
り
ま
せ
ん
。基
本

的
に
、学
校
の
文
化

祭
な
ど
で
、生
徒
た

ち
が
焼
き
そ
ば
な
ど

提
供
す
る
際
、保
健

所
の
許
可
を
得
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、炊

き
出
し
も
許
可
を

得
て
す
る
ぐ
ら
い
の

マ
ナ
ー
は
徹
底
し
て

い
ま
す
。熊
本・大
分

地
震
か
ら
1
年
経
っ

た
7
月
26
日
、熊
本
県
全
域
に
食
中
毒
注
意
報
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
８

。炊
き
出
し
と
は
無
縁
で
す
。猛
暑
の
影
響

で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
季
節
に
関
係
な

く
、生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。あ
さ
り
、牡か

き蠣
、海
苔

に
被
害
が
及
び
、日
本
各
地
で
昨
年
末
か
ら
出
荷
停
止
に

な
り
ま
し
た
９

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、人

間
そ
の
も
の
の
エ
ゴ
が
も
た
ら
し
た
災
厄
で
す
。食
中
毒

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
炊
き
出
し
禁

止
は
、被
災
者
の
生
き
る
喜
び
な
ど
に
セ
ン
サ
ー
が
働
い
て

い
な
い
証
明
で
す
。

ｃ
．被
災
地
の
犯
罪

次
に
、「
盗
難
」に
つ
い
て
被
災
地
で
は
厳
重
な
警
戒
を

し
ま
す
。全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
よ
そ
者
が
押
し

寄
せ
る
か
ら
安
全
に
つい
て
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
ま
こ
と
し

や
か
な
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
類
持
ち

出
し
、銀
行
や
会
社
の
金
庫
、豪
邸
の
扉
な
ど
は
重
機（
ユ

ン
ボ
）が
な
け
れ
ば
打
ち
破
り
、搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
で
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
な
の
に
重
機
に
乗
っ
て

他
府
県
か
ら
や
って
く
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。地
元
の
人

た
ち
し
か
知
り
え
な
い
情
報
が
盗
難
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。宮
城
県
石
巻
市
渡
波
で

も
、２
０
１
１
年
3
月
に
訪
問
し
た
時
、金
融
関
係
の
被
害

は
、他
の
地
域
か
ら
で
は
な
い
こ
と
を
西
光
寺
の
樋
口
伸
生

（
無
量
寿
庵
住
職
）副
住
職
か
ら
耳
に
し
ま
し
た
10

。ち
な

み
に
東
北
自
動
車
道
な
ど
は
当
時
、緊
急
車
両
し
か
通
行

が
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
国
際
支
縁
機
構
は

兵
庫
県
警
察
署
か
ら
許
可
書
を
得
て
、目
立
つ
よ
う
に
車

輌
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。一般
道
に
し
て
も
土
砂
を
か
ぶ
り
、

通
行
不
能
で
し
た
。

ま
ち
が
っ
た
常
識
と
し
て
、“
秩
序
正
し
く
配
給
を
受

け
取
る
被
災
者
”な
ど
、マ
ス
コ
ミ
が
作
り
上
げ
た
神
話
は

独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
。奇
妙
な
こ
と
に
、日
本
人
は
被
災

地
で
暴
動
が
起
き
な
い
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
い
ま

す
。海
外
へ
行
き
ま
す
と
、“
日
本
人
は
モ
ラ
ル
が
高
い
で
す

ね
”、と
言
わ
れ
る
と
筆
者
は
複
雑
な
心
境
に
な
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。日
本
の
被
災
現
場
に
何
度
も
足
を
踏
み
入

れ
、メ
デ
ィ
ア
の
ウ
ソ
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、本
音
と
建

て
前
の
日
本
人
の
短
所
に
つ
い
て
、顔
が
赤
ら
み
ま
す
。宮

城
県
石
巻
市
に
70
数
回
訪
問
し
て
い
て
確
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。盗
難
、レ
イ
プ
、破
壊
な
ど
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
絶
対
な
い
と
は
確
言
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
の
犯
罪
に
関
係
し
て
い
る

と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ

た
石
巻
市
魚
町
に
数
軒
の
全
壊
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
ま
で
、玄
関
付
近
に
津
波
で
変
色
し
た
硬
貨

な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。解
体
さ
れ
る
ま
で
、だ
れ
も

硬
貨
を
も
っ
て
い
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
こ
こ
に
も
５
０
０
円
玉
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
ね
」、と
言
う
も
の
の
だ
れ
も
盗
っ
た
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
。福
島
県
富
岡
町
で
も
、盗
難
に
入
ら
れ
る
の

は
近
隣
で
も
有
名
な
裕
福
な
家
だ
け
と
、地
元
の
吉
田
信

住
職
が
言
わ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
そ
の
地
域
に
居
住
し
て

い
な
け
れ
ば
、金
目
の
も
の
を
だ
れ
が
隠
し
て
持
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。軒の

き

並な

み
に
盗
人
は
押
し
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
も
他
府
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
業

で
な
い
こ
と
も
明
瞭
で
す
。

次
号
に
続
く

6
　 「
二
次
災
害
」『
大
辞
林
』（
三
省
堂
編
修
所
第
三
版 

２
０
０
６
年
）。

7
　 

兵
庫
県
企
画
県
民
部
災
害
対
策
局
災
害
対
策
課「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
被
害
確
定
に
つ
い
て
」（
２
０
０
６
年
5
月
19
日
消
防
庁
確

定
）。

8
　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送 

7
月
26
日
。

9
　 “
生
活
排
水
な
ど
に
混
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス
が
海
に
流
失
し
、カ
キ
に

蓄
積
し
た
可
能
性
が
あ
る
”『
読
売
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
22

日
付
）。“
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
よ
う

で
す
。各
地
で
餅
つ
き
大
会
が（
保
健
所
の
勧
め
で
）中
止
に
な
る
”

『
朝
日
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
28
日
付
）。

10
　 

拙
稿『
支
縁
』№
5（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
３
年 

3
頁
）。

新
執
筆
者

阿
部
捷
一先
生
に
代
わ
っ
て
連

載「
む
か
し
む
か
し
」を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
阿
部
和
夫
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※ 

石
巻
は
世
界
に
つ
な
が
る
不
思
議
な
場
所
で
す
。支
倉

常
長
を
は
じ
め
、若
宮
丸
、フ
ラ
ン
ク
安
田
、ハ
ワ
イ
移
民

の
リ
ー
ダ
ー
牧
野
富
三
郎
等
が
居
ま
す
。

阿
部
和
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
８
年
石
巻
市
生
ま
れ
。東
北
大
学
卒
業
。歴
代

校
長
を
歴
任
。前
任
者
阿
部
捷
一先
生
と
同
じ
職
場
で
勤

務
。１
９
９
９
年
石
巻
市
教
育
長
。２
０
０
８
年
榎
本
武
揚

没
後
１
０
０
年
記
念
帆
船
あ
こ
が
れ
運
航
石
巻
実
行
委

員
長
、２
０
１
１
年
映
画「
宮
城
か
ら
の
報
告
～
子
ど
も・

学
校・地
域
」製
作
委
員
会
代
表
、２
０
１
３
年
石
巻
芸
術

文
化
振
興
財
団
理
事
長
。

執
筆
論
文
：『
仙
台
藩
に
お
け
る
品
替
御
百
姓
に
関
す

る一考
察
』（
１
９
６
９
年
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

宮
城

の
地
名
』（
共 

平
凡
社
１
９
８
７
年
）、『
石
巻
の
歴
史 

第

2
巻
、第
4
巻
』（
共 

石
巻
市
１
９
８
９
年
）、『
宝
暦
年
間

に
お
け
る
仙
台
藩
―
漁
村
の
様
相
～
牡
鹿
郡
網
地
浜
の

飢
饉
と
海
難
と
～
」（
２
０
０
０
年
）、『
目
で
見
る
石
巻・桃

生・牡
鹿
の
１
０
０
年
』（
共 

郷
土
出
版
社
２
０
０
０
年
発
）、

『
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
近
世
村
落
の
崩
壊
～
石
巻

市
雄
勝
地
区
の
場
合
～
』（
２
０
１
２
年
）な
ど
著
書
多
数
。

朝倉市寒
そ う ず

水 道が川となる　7月17日

弁護士法人
芦屋西宮市民法律事務所
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
か
ら
22
年
、
様
々
な
災
害
現

場
で
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。総
点
検
し
、見
直
し
、改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

現
場
で
は
感
情
移
入

ａ
．規
則
ず
く
め

日
本
人
は
、一般
に
、
資
格
が
な
い

と
な
に
も
さ
せ
な
い
四
角
定
規
に
考

え
る
民
族
と
言
え
ま
す
。資
格
、
学

歴
、
能
力
は
最
前
線
の
現
場
で
は
無

用
で
す
１

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
全

体
の
制
度
を
決
め
、
運
営
に
貢
献
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。制
度
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
見
上
、目
立
た
な

い
よ
う
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
わ
き
ま
え
ま
す
２

。

た
と
え
ば
骨
折
し
て
い
る
重
症
の
人
が
い
れ
ば
、
す

ぐ
に
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。し
か
し
、
な
に
よ
り
も

大
切
な
事
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
で
す
。家
、
家

族
、財
産
を
失
っ
た
方
に
、新
築
の
家
、養
子
な
ど
の
新

し
い
家
族
、
配
偶
者
、
金
塊
な
ど
は
、
だ
れ
も
す
ぐ
さ

ま
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。一番
、緊
急
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
い
る
人
を
励
ま
す
言

葉
、
柔
和
な
微
笑
み
、
や
さ
し
い
声
で
す
。助
け
合
う

関
係
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
隣
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ

そ
、
生
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。病
院
の
集
中
治

療
室
で
よ
し
ん
ば
手
術
が
成
功
し
て
も
、
身
寄
り
、
友

達
、
帰
る
家
が
な
け
れ
ば
孤
独
感
で
さ
い
な
ま
れ
、
失

望
か
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。

「
救
出
」に
つ
い
て
、ル
ー
ル
よ
り
、い
の
ち
の
通
っ
た
関

係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。た
と
え
ば
、
救
急
車
は
現
場

に
直
行
す
る
際
、
高
速
道
路
で
も
ス
ピ
ー
ド
制
限
を

守
り
ま
せ
ん
。「
い
の
ち
」を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。

ｂ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制

被
災
地
に
行
き
ま
す
と
、ボ
ラ
セ
ン（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

セ
ン
タ
ー
）、
社
協（
社
会
福
祉
協
議
会
）、
危
機
管
理

課
が
細
か
い
規
則
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
押
さ
え
込
む

傾
向
が
強
い
で
す
。次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
者
が

増
え
て
き
ま
す
と
、
管
理
で
き
な
く
な
り
、
２
０
１
４

年
8
月
16
日
の
丹
波
水
害
の
時
で
も
、
ま
だ
必
要
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
セ
ン
が
受
け
入
れ
を

断
り
ま
す
３

。せ
っ
か
く
、
遠
方
か
ら
時
間
、
体
力
、
交

通
費
を
用
い
て
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 
２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日

東京都墨田区緑３丁目8番12号

ミヨシ共栄株式会社

『
真
平
家
物
語
』
五
家
荘
の
先
祖
（
第
１
回
）

は
じ
め
に

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
相さ
が
ら良
村
は
熊
本
県
球く

磨ま

郡
に
属
し
、

九
州
脊
梁
山
地
を
五ご
か
の家
荘し
ょ
う（
八や
つ

代し
ろ

市
）
か
ら
五
木
村
を
経
て
人

吉
市
に
流
れ
る
川
辺
川
が
北
か
ら
南
へ
縦
断
す
る
細
長
い
川
沿

い
の
地
域
で
す
。
そ
の
川
辺
川
は
球
磨
盆
地
の
東
に
あ
る
市い
ち

房ふ
さ

山
を
水
源
と
す
る
球
磨
川
に
相
良
村
の
南
端
で
合
流
し
て
い
ま

す
。
川
辺
川
は
日
本
三
急
流
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
て
、
15
年

連
続
し
て
清
流
日
本
一
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
水
上

村
に
発
し
た
球
磨
川
は
相
良
村
で
最
大
の
支
流
川
辺
川
と
合
流

し
て
人
吉
市
、
球
磨
村
、
芦
北
町
、
八
代
市
坂
本
町
を
経
て
八

代
海
へ
注
い
で
い
ま
す
。
八
代
海
は
南
に
水
俣
市
や
鹿
児
島
県

出い
ず
み水
市
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
7
月
4
日
我
々
が
暮
し
て
い
る
熊
本
県
球
磨
地

方
は
線
状
降
水
帯
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
て
数
日
降
り
続
い
た

豪
雨
に
よ
り
、
未
曾
有
の
洪
水
被
害
が
起
り
ま
し
た
。

　
そ
の
洪
水
は
、
球
磨
川
支
流
の
同
時
多
発
的
な
氾
濫
で
65
名

の
死
者
を
出
し
、
洪
水
・
土
砂
災
害
の
爪
あ
と
を
大
き
く
残
し

て
、
復
興
は
漸
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
未
曾
有
の
洪
水

に
見
舞
わ
れ
た
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
も
関

わ
ら
ず
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
支
援

は
大
変
有
難
く
、
心
が
慰
め
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
支
援

の
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
に
神
戸
国
際
支
縁
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
を
率

い
て
岩
村
理
事
長
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
災
害
で
愛

す
る
人
を
失
い
、
家
屋
や
財
産
を
破
壊
さ
れ
た
被
災
者
に
と
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
一
声
が
ど
れ
ほ
ど
慰
め
や
励
ま

し
と
な
り
、
心
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
後
度
々
来
訪
さ
れ
る
岩
村
理
事
長
か
ら
原
稿
を
書
く
よ

う
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
筆
が
進
み
ま
せ
ん
が
、
代
々
川
辺
川

の
上
流
五
家
荘
に
隠
れ
住
ん
で
生
命
を
つ
な
い
で
来
た
先
祖
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
先
祖
は
五
家
荘
に
隠
棲
し
て
い
た

平
家
の
落
人
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
祖
父
・
緒
方
俊
造
は
お
盆
や

正
月
に
徒
歩
で
先
祖
の
故
郷
・
五
家

荘
（
現
在
の
八
代
市
泉
町
）
の
緒
方

家
に
挨
拶
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

の
国
道
４
４
５
号
は
細
く
険
し
い
山

道
で
、
途
中
の
五
木
や
四よ
う
ら浦
村
で
宿

泊
、
休
憩
し
な
が
ら
の
旅
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
次
回
よ
り
五
家
荘
の
伝

説
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

クリスマスケーキ　代表 村上裕隆
第125 次東北ボランティア　クリスマスケーキ　2021 年12 月19 日～

　
神
戸
か
ら
毎
年
、
被
災
地
の
東
北

朝
鮮
初
中
級
学
校
、
福
祉
施
設
、
独

居
の
方
の
戸
別
訪
問
を
続
け
ら
れ
る

の
も
、
玉
の
肌
石
鹸
株
式
会
社
三
木

晴
雄
会
長
の
寛
大
な
寄
付
の
お
か
げ

で
あ
る
。
株
式
会
社
チ
ュ
チ
ュ
ア
ン

ナ
上
田
崇
敦
社
長
の
靴
下
も
喜
ば
れ

て
い
る
。

　
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
で
は
返
礼
に
ソ
ン

グ
を
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
言
葉
の

意
味
は
わ
か
ら
な
く
て
も
神
戸
か
ら

の
6
人
は
感
動
し
た
。
岩
村
義
雄
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
は
雪
景
色
の
寒
さ

に
震
え
る
16
名
の
生
徒
た
ち
の
心
に

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
灯
り
を
と
も
し
た

　
石
巻
市
渡
波
で
は
お
一
人
暮
ら
し
の
女
性
た
ち
に

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
も
っ
て
訪
問
。
佐
藤
金
一
郎

ご
夫
妻
が
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
丹
野
節
子
さ
ん

（
89
歳
）
は
子
ど
も
も
家
族
も
お
ら
れ
な
い
。
天
涯

孤
独
で
あ
る
。

　
春
か
ら
、
長
浜
幼
稚
園
の
年
長
組
60
名
は
、
５
つ

の
農
行
程
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
① 

ト
ロ
ト
ロ
層

づ
く
り
、
② 

田
植
え
、
③ 

稲
刈
り
、
④ 

天
日
干
し
、

⑤ 

脱
穀
で
あ
る
。
苗
だ
っ
た
稲
が
、
白
い
コ
メ
に

な
っ
て
い
る
。
無
農
薬
、
有
機
だ
か
ら
、
藁
（
わ
ら
）

も
希
望
な
さ
る
農
家
が
あ
る
。
み
ん
な
が
使
っ
た
足

踏
み
脱
穀
機
は
、
九
州
の
球
磨
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

持
っ
て
行
き
、
熊
本
県
の
相さ
が
ら良
で
も
住
民
は
「
は
じ

め
て
見
た
と
で
す
」、
と
注
目
し
た
。
九
州
で
も
園

児
た
ち
に
よ
る
脱
穀
が
珍
し
く
、
三
紙
の
記
者
た
ち

も
駆
け
つ
け
た
。

『
石
巻
日
日
新
聞
』

（
２
０
２
１
年
12
月
21
日
付
）

『牡鹿新聞』
（2021 年 11 月 19 日付）

『石巻日日新聞』
（2021 年 11 月 18 日付）

『
牡
鹿
新
聞
』

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
付
）

2020 年 9 月 7 日　相良教育委員会で岩
村理事長と初対面。

略歴　1941 年熊本県球磨郡相良村生。
1949 年九州大学医学部医学科卒業。同
年 6 月医師免許。九大医学部付属病院
で研修、熊本大学原田正純師から水俣病
と出会う。1971 年緒方医院を継承、相
良村医、学校医。1979 年大腿四頭筋短
縮症が社会問題となり、自主検診班に
参加。1985 年社会法人ペートル会、特
別養護老人ホーム川辺園開園。1998 ～
2012 年球磨郡医師会長。2002 ～ 2012
年熊本県医師会理事。2002 年「清流く
まがわ・川辺川を未来に手渡す流域郡
市民の会」会長、共同代表。2019 年「日
本医師会赤ひげ大賞」受賞。2020 年緒
方医院名誉院長。

よ
う
で
あ
る
。
年
齢
、
性
別
、
空
気
の
違
い
を
吹
き

飛
ば
し
た
。
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　今年の干
え

支
と

は寅である。「寅」は動物のト
ラ（「 虎 」tiger） で は な い 59。2021 年 12 月
19 日発行の科学誌『コミュニケーションズ・
バイオロジー』に掲載された。中国・南方科
学大学などの研究者の論考がある。ダム建設

による被害を論及している 60。2018 年 9 月 6 日、わたしは中東のシリアに
孤児の家を建設する帰途、レバノンのベイルートで、北海道の厚

あ つ ま

真地震の
ニュースを知った。帰国の日曜日、すぐに新千歳空港へ向かった。損壊し
た「萱

か や の

野茂二
に

風
ぶ

谷
たに

アイヌ資料館」を訪問。萱野志朗館長ご夫妻から二風谷
ダム建設に関する説明を聞いた。裁判で、「土地収用裁決は違法」となった
にもかかわらず、1997 年にダムは税金 700 億円以上をかけて完成した 61。
二風谷ダムは、アイヌの主要な食物であるサクラマスを切断した。沙

さ

流
る

川
を遡上し、産卵する水生生物の生態系を人間の経済発展のために犠牲にし
た。ダムが建設されれば、サケ、マス、アユなどの生命だけではない。ト
ラなど陸生生物、鳥、昆虫なども絶滅するだろう。ダムは川の仕組みと自
然界の循環　「すべての川は海に注ぐが 海は満ちることがない。どの川も行
くべき所へ向かい　絶えることなく流れゆく」、という生態系の営みを暴力
的に破壊している（コヘレト 1：7 『聖書協会共同訳』）。
　激

げき

甚
じん

の厚真地区もさながら中東の空爆跡のようだった。北海道胆
い ぶ り

振東部
地震厚真川地区 [ 厚真町・安

あ び ら

平町
ちょう

・むかわ町 ] の被害は厚真ダムが震源地
だと認めないのはどうしてだろうか 62。

「田・山・湾の復活」　その十八

救援金、維持会費ご協力を感謝します。
（敬称略）

2021年10月17日～2022年１月15日
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，佐々木美和（3），ヨーガ教室ワン（2），福地
弥寿子，村田義人，ブイ・ティ・オアン（神戸ベトナム人会会長），石川久子，河
村ひとみ，木村ふみ子（石巻市），日本基督教団神戸栄光教会，保田 薫，岡部 徹，
吉田 隆，大槻良文，嶋田博信 & 礼子（千葉県布良）（3），石井泰代，池永タケコ，
橋本成年，沖浦宏隆（千葉県布良）（3），有田貞一 & 美榮子（2），橘 浩二，仲 誠
一，祐照寺（古川真照住職），萩本義郎（県立いえしま自然体験センター），金 恒勝，
坂牧弓絃，高木 保，鳥飼とも子，宮氏道夫，守屋香代子，なつめ保育園 , 緒方眞
喜代（熊本県相良村），櫻井由里子（2），柳澤 豊，神戸聖福教会，李敬淑，合同
会社 Bless 泉 眞姫，渡辺 徹，森 祐理，千葉幸一（宮城県石巻市）（2），藤原りつ
子，永野由美子，岡田小百合，苅部眞砂子（4），藤田祥子，宮坂信章（2），東原
良学（3），廣森勝久 & 孝子，村田優美子，福地弥寿子，本田寿久，土手ゆき子 & 朋，
中道澄春（3），原 浩司，野崎和子，青木，塩川成子（千葉県館山市），高島邦生，
村上安世，八尾和樹，泉 晴代（2），梅木博光（金光教多良木教会），内貴千代子，
野田由紀夫，廣瀬素子（2），千綿盛彦（佐賀県大町町），「小さくされた人々」講座（2），
鈴木敏夫，ルア教会（沖縄バプテスト連盟），西上千栄子（2），伊藤千恵（福岡県
松末），太田妙子，竹内喜子，辻本久夫，吉俣正光，高 祐二，勝村弘也，藤原光代，
三宅幸子，豊島睦子，池田久美子，宝塚栄光教会，岩間 洋 & 千恵子，相浦恵子，
熊野千秋，森川八郎，今村佳代子（佐賀県大町町），関西学院大学，徳留由美，秋
田喜代子，鄭 恵姫，愛編クラブ（坂上順子，中井和代，渋谷智恵美），阿部艶子，
上村由紀穗（熊本県人吉市），矢野寛子，山本美和子，白方誠彌（2），明石バプ
テスト・キリスト教会，小島千鶴，沖 菜穂子，弓矢健児，加藤賢宗（石巻市浄音
寺），垂水朝祷会，山下 寛 & 弘美，大谷洋子，宍戸義光（宮城県石巻市），谷本幸
枝，新免 貢，大鶴 勝，釧路キリスト福音館 , 山形浩之，太田登志（3），近藤春樹，
本田すみ代，阿部和夫 & 斉子（宮城県石巻市），勝田文雄，岡野彩子，河内常男，
主イエス恵愛教会 , 高橋 務，湯川紘未，中山圭子，さかいようこ，㈱ハミングジョー ,
糸島聖書集会（2），白瀬悦子，土手 暁，宮本博美，在日大韓基督教会神戸教会，
森田美芽，春原和子，小笠原貞夫，福田雄二（球磨郡相良），村上安世，藤野知香，
山田通裕，神部隆三，金 貴順，日本キリスト教団久宝教会，後藤仁美，村上裕隆，
木村公一，野上勇次，山野英雄（宮城県大崎市），匿名� 850,700 円

支縁物資の提供者　敬称略
コープこうべ，フードバンク関西，「耕支縁」，正野弘子，鳥越肖男（熊本県人吉）
から入浴券，福田雄二（熊本県相良）から土嚢，丸目寧（熊本県相良）から農具，
東垂水ルーテル教会から箸。三宅幸子から切手（1 万 398 円）。五百井正浩（玉龍寺）
から米など。梶原ミドリ（福岡県松末）から大根，樋口喜寿江（福岡県松末）か
ら茶，松末地域コミュニティ協議会から弁当，梶原将継（福岡県寒水）から柿など。
竹内喜子から切手 2,600 円分，村田充八から出石そば，矢野寛子からしおり。藤
丸秀浄（法専寺住職）からコメ。横山豊宥（無障金剛院）から米。玉の肌石鹸㈱
からクリスマスケーキ，（株）チュチュアンナから靴下。梶原ミスミ（福岡県松末）
からしいたけ。

事務局便り
59� 『日本語の大疑問』（国立国語研究所編 幻

冬舎新書 2021 年 158-160 頁）。中国の史
書『漢

かん
書
じょ

』は、中国の王朝前漢［ぜんかん 
紀元前 206- 西暦 8］ の記録。漢書で、「寅」
＝「螾

みみず
」（中国語　yín いん《「動く」の意》）。

60� 研究結果は、トラの生息地にあるダムの
影響で、トラの推定生息数の 5 頭に 1 頭に
相当する 729 頭がいなくなっている。絶滅
寸前である。調査によると、41 箇所もの
新ダム建設がトラの生息域を奪っている。

61� 拙論「技術至上主義は自然災害をもたら
す― 第 1 次北海道地震ボランティア ―」 

（2018 年 9 月 9-12 日）。「私はこのダムが
出来れば、沙

さ
流
る

川
がわ

［アイヌ語サラ≪葭
よし

原≫
に由来］にサケをよみがえらせたいとの永遠の夢、永遠の願い完全に閉ざされると思ってい
ます。二風谷にはサケは一匹も上がってこなくなるでしょう。……日本の政府は、なんべん
アイヌから土地を取り上げればよいのかと」、父萱野茂［1926-2006］氏は訴えていた。

62� 拙論「第 2 次北海道地震ボランティア」（2018 年 11 月 4 日 -10 日）。「厚真町の長さ 1 キ
ロ× 500 メートルの深層崩壊は吉野地区、桜丘地区だけではありません。県道 235 号線
は厚真川沿いにあり、遡ると厚真ダムがあります。そこは現在厳重な立ち入り禁止です。
……9 月 6 日にダムの放流、決壊の有無、増水について確認しようがありません。手前に
厚
あっ

幌
ぽろ

ダムが建設中です。治水ダムの目的は日本最大の工業地帯苫小牧東地区への工業用
水供給が最大の理由です」。『キリスト新聞』（2018 年 10 月 1 日付） http://www.kirishin.
com/2018/10/01/18948/。

本田哲郎セミナー
　毎月第 3 金曜日午前 10 時～
　勤労会館 4 階

岩村義雄セミナー
　毎月最終月曜日午後 6 時半～
　ミント神戸 17 階

（一社）神戸国際支縁機構

•ボランティアや移住者募集中
農林漁、および在宅被災者戸別訪問にご協力くださ
い。医療関係者歓迎します。
•被災地への支縁物資もお願いします。
•年会費をお願いします。（月に 200円）
会員（年度4月～翌3月）の皆さまには、季刊誌などをお

•海外の孤児のために支縁金お願いします。
送りします。 

 

　

海外の災害緊急募金には必ず『国名』を書き添えてください。

趣旨に賛同してくださる方は、何口でも結構ですので、
ご協力をお願いします。
本会員は、 一口2,400円/１年
賛助会員は、 一口5,000円/１年

462（三宮支店） 普通 3169863 
神戸国際支縁機構　岩村義雄

口座　00900-8-58077
加入者名　一般社団法人 神戸国際支縁機構

郵便振替 

三菱ＵＦＪ銀行

トラの生息域を奪うダム　Communications Biology 
Impacts of hydropower on the habitat of jaguars 
and tigers 2021 年 12 月 9 日号。

編集後記
　第 42 次東北ボランティア、2014 年には丹波水害、街頭募金など
の働きを経て、海外にまで活動の範囲が拡がりました。神戸国際支
縁機構がネパールに孤児の家を造りに行く際、村田義人さんと同行
しました。喧騒な中、活気あふるるカトマンズなどの人々のたくま
しさ、険しい山並み、もてなされる料理の多さに圧倒されました。
第 1 次ベトナム・水害ボランティアでは、村、家屋、道路などが水
没しており、どうすべきかわからずただただ歩いた印象が強烈です。
今は、その時、出会った孤児たちが「カヨ子基金」で支縁されてい
るのは感無量です。社会に出てから岩村義雄理事長の行動の深さ、

本質に気づく日々です。1 月 15
日、4 年ぶりの再会は自身の原
点に帰った感覚、人々の無関心
の壁をどう打ち破るか挑戦する
ように促されました。共生させ
ていただきます。
� 海外部門　植地亮太（26 才）

2016（平成 28 年）11月19日

前号訂正　「田・山・湾の復活」その十七
８行目　半減期といって 55)　シウム　⇒　半減期といって 55)　セシウム
15 行目　しかし、2001 年３月１日　⇒　しかし、2011 年３月１日
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